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シーボルトの書・簡

鈴　木 明

　はtじめに’

　ジ憎ボルト　（Siebold；　Philipp　Franz

Barthasar　von　1796～1866）は，江戸時

代後期（文政6年・1823）にオランダ東イ

ンド会社長崎出島商館付医員として来目し

たドイツ人医師で，任務のかたわら，目今

の自然および弓丈科学上の諸研究ととも

に，日本人の診療ならびに医学教育にあた

り，多くの蘭学者を育てるなど，日本の蘭

学発達史上に画期的な影響をあたえたこと

で，あまねく名を知られている。

　シーボルトの自筆書簡およびその他関係

・文書類につい：（は，「これまで諸大家により

調査・研究がなされ，そのほ≧んどに解明

しつくされ，欠落はないといわれる。特に，

　『シーボルト先生一その生涯及び功業一』

（呉秀三　吐鳳堂書店　大正i5492p、当

館三乗記号《562－59》　再版　初版二1明治

29），r三三多先生文献三三』（シーボル’5

文献研究会編　荒井書店　昭和！1　11冊

第10；書簡集一家族関係および門人のシー

Lff．tsルト宛書簡14通を収載　《貴別8－6》），

『シーボルト研究』（日独文化協会編，岩波

書店　昭和13712P　《753－6》），『シー

ボルト関係書翰集』（大島蘭三郎　日本学

会・日独文化協会編　郁文堂　昭和16

138p’家族関係および門人との間4）143通

の書簡集《289．3－S57Ns2》）なとの資料

には詳細に紹介されている。

　当館ではシーボルトの．自筆書簡を13通

（ドイツ語8通，オランダ即ち通）所蔵し

七いるが，これらは上記資料中には含まれ

ておらず，別種のも，のである。大半はシー

ボルトの日本に関する三大著作である，

『日本』（Nippon），『日本動物誌』（Fauna

J・p・ni・a），　r日本三物誌』（FIQf・J・p・ni・a）

の旧版に？いての記事が中心とならてお

洗、大変興味深く，史料的価値としてもみ．

るべき点も少なくないと思われる。ここに

四通を選び，字体の異なる自筆書簡β通を

挿入しながら紹介する。訳文については，

正確に訳出するのは難しく，意味のとり違

えのおこることをおそれ，大意を伝えるに

とどめておく。

　なお，本稿をまとめるにあたっては，

「シーボルトの手紙」（弥吉光長r上野図書

館紀要』第1巻2号昭和3Q）を参考さサ
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ていただいた。また，旧字体の書簡（1）およ

び（2）については，中央大学の福田宏年教授

に判読していただき，いろいろお世話にな

りました。ここに，感謝します。

　付記；この書簡は当館で開催した名家自

　　二本展示会（昭49．10．28～112）に出

　　品されたものである。

書　簡　（1）

／

　Heydrigsfeld　am　27ten　Dezember　l821

　　　Wohlgeborener　Herr

　Besonders　hochzuverehrender　H：err

　Co11ege．

So　sehr　es　mich　freut，　durch　meln　ge．
　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

machtes　Offert　den　WUnschen　Euer

Wohlgebore　entsprechen　zu　helfen，

ebensosehr　schmerzt　es　mich，　Ihre　so

　freundschaftlich　gemachte　Einladung

　nicht　zu　der　von　Ihnen　das　Versprechen，

im　nachsten　Monathe　Sie　sicher　in　Fra．

　nkfurt　zu　besuchen．　Sie　konnen　sich

㌔ganz　auf　mein　gegebenes　Wort・bey

　　　　　’

　　　meiner　Reise　nach　Ostindien　den　Auf－

tragen　der　hochansehnlichen　gelehrten

Societht　genau　nachzukommen，verlassen・

Sollten　　doch　　dringend　　eintreffende

Verhaltnisse　einer　RUcksprache　mit　mir

erfordern，　so　wird　ein　mir　zugeschicktes

Schreiben　jederzeit　erfreulich　seyn，　und

nur　Gelegenheit　geben　Ihnen　zu　bewei．

Ben，　daB　ich　bin

　　　　　Ihr　treuergebener　Freund

　　　　　　　Dr．　v．　Siebold（Signatur）

　H：err　Gofretz　Fr．Joellinger　laBt

sich　Ihnen　wiederhohlt　empfehlen．

　Herrn　Dr．　Kretzschmer　in　Frankfurt

（Briefhifle）

　〈書簡（1）〉訳　一

1821．　12．　27

　　　　　　ハイトリヅクスフェルトにて

　謹啓
　私の申出があなたのご希望にかなうこと

は，大変喜ぼしいことですが，同様に，あ

なたのご親切なご招待をご指定の時間には・

お受けできないことを，このうえなく残念

に思います。　　　　　　　　1

　しかし，来月には必ずやあなたをフラン

クフルトにお訪ねすることをお約束いたし

ます。私の東インド旅行の際に，尊敬する

学術協会の指示に厳密に従いたいという私

の先の言葉をあなたは十分信用なさって結

構です。しかし，さし迫って起きた事情に

より私との相談が必要とされるときは，何

時でもあなたからのおたよりを喜んでお待

ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　恐梶謹言

　　　　　ドクター・フォン’・シーボルト

　　　　　　　　　　　　　　　　（署名）

　ゴフレッツ・Fr・イエリンガー氏があな
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　　　1　　　　　　　「　　．～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

準にく函ぐれ事よ．うしく．とのととですρ　　∫　．．謹・啓　　　　　　　　　　　　　　　．，．

“認紅∵∵∵酉↑7．・♂鱒麗霧諜額蕊隷・
　　　．　　■　　…．．．　・．．．．一　　．・　はご想像が．つく．ごとと思います。加えて病．

書．鰍2）…．1． D．・ @　．調馬rなり・．どう’1　L　vcもフランぞ．tiルトへ行．　ttt

　　　CzeyWi・t／・f・ld，．・in・41・Mhrz　1822・．・一け．ませ・んでした61難・・．オ．ラγ．如の醗

　　　H・・h…lh・e・d・・．H・r’・1〈・11・ge！「』．．．醐が即決まら硬ため矧ぎとめられ・

．＄i6　k¢nnen　sich．leich坦enken顛welchen　　　まし準。今一は自分で総支配人F’gター・1

．G・S・haftc，n．m・n　1∀e・Wi・k・1・i・t，’w・n・1才・ン、’2’一ノミウ㌃邸手鞭書ぎ・．私

．m・h．． Ei・h1．・uf．Yi・1・J・h・ev・nE・・6P・　．の醗嘲を署しでくださる妨噸い

…nn・n、wiU・p・・u皐・fii　n・・h．・i・C．．しました・一ウク氏に噸で託さ縛蹄　　・

瞬aBliとhk・f・，・itd・igh・k・掴・・unm・琴ゆ・の’酵をま伺らζう四三聴し牟r称

．n
Sch　Frankfurt　g’elangenL　・．Auch．hielt　　尊敬する学術協会，Otcめに力の陛ρ働く？

、F・i・h　di・．・6・hゆ・・timin・・Zgi・、m・in…　も1りですしt”寄遡歯噛1・＋fi．r越

@Abrei・6．h・・hl．　H・ll・・d・・W・・．．2b・tl・k・1られ為日め．燭こ纏願・て紳ます6．出　．・

．1；・hhab・mi・h・riUn・elb・tan．d・nGc・e・41一・溌の前・・g，数週間必ずフラシクマル・締れ’

譜漁n濃黒蝿盤、陥章脚r意騨轡騨1≧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にロココののニぼのらドのにドのロマドにのロマロロ　ロドロロロ　ロコロコココトココココ　ロ　ヨ

：血・i…：．Ab・ei・e　ang・h’｛　lten・弊iゆB・瓜∫・．．’．■1．r∴1．．

ゴ． xefg鱒g叩．habe・i・h．、die．｝｛er『＃．　H’ayk　「　　　．　tt　身レヅテラー博士．！封筒！　．，

岬dl’c＃ヒ91蜘e蜘f鉾age・Yer叫一．．・・．．、．・：．1．．，．　．．1．．㌧．

や・rt．、・「id　1　Wi・qerh・1・hi・・mit・…．d・B　i・h　tt．注）（・），（・）と：も来随柳もの◎直接鉢セ・

．1めrre：画har騨・C・・f・・　di・h・蜘．．・．．、1．灘総量讐勲㌃雪下課量や．、

・坤噸・．典・・¢脚・i・’・a⑳・・6・i・・n．．・822年・月・とオ・ソ獺・ン．ド解病院外科．

恒hdl　freu母1＄sehe．iqh’der4　Z6itpunkt　en，t・　　　　軍犀少佐に任命さμ，・．同年8月たはオラシダ，．

、鯉1：や1・ゆ1．．1．・i・g・Seh・nkt・Z…一・害弁士摘覇露：翠1823年3．P／ミタ

課1脚韻細鱗器：．．．．脚喚即・不聯．．
1Ψ・・ゆ⑳耳門鱒．U“d　，．：・Ψ9・de．．、書簡．（3）．1・．．1＝　　tt

⑳騨ゆ珊1・耳㎎岬茸：P・ch・・’・・．．．、．．．　tt　t　t．．．工・id・h　dep．8・・Jyqi・・濁』．

．．d．・・ Dhg吻・eh・li・h・4　S・・ir・御・Grb・亡r．．』’一W・htgeb・r，・ner．　Herr！、

・t・h・n・1 o・・mi・r・g・lagtC：．．1．．、it．．　L・．D・・ch・．die．，9・・ig・　v・・血i實1・・g．des／　M．　・．

　　　　’””L一一’“’y－r・…””圏・1ニー”一T…一r±一．．．■．’D・pi・ch合蝿・v・l！噸・htigt・n，』‘Hr・r・．・9・

He「「sD「I　K「etzschm6「（B「’i’・fb”・II・）・．＿．晦9・P・tji忘・。∴与・b・1・h・di・．Eh・e，即rズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w・higebq・rn　die．．．　b・i‘m・in・・s・n⑩9

　　〈書　簡（2）〉訳　、．・　　．．、・’　．　、vom．130L．SePt・v・J・fehrend磯Hefte　’

・手822・3」4’、　，　．．．　．、　．、　　　　・　　．，　meiner・Flor3　Japonica，．fasc・4．．und　5’　　t』

　　　　　　　糊イ．　轡押脚．四．1畔∵¢鱒．d’gl：

．、．、1． D1．1∫．t．tt．i．1■1．’ �P∵．．．1．即：．＼．：．．詰．・
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Verspatung　dieser　Nachlieferung　durch

ungew6hnliche　Verhinderung　zu　ent－

schuldigen　bitte，　habe　ich　die　Ehre，

mich　mit　vollkommenen　Hochachtung

zu　zeichnen

　　　　　　　　Euer　Wohlgeboren

　　　　　　　　　gehorsamster　diener

　　　　　　　　　　Von　Siebold　（Signatur）

　＜書簡（3＞〉訳

　　　　　　　　　　　1946．6．8’ライデンにて

　拝　啓　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　デンマーク全権モルゲンステイス氏のご

親切なご斡旋により，昨年9月30日に送付

漏れの私の「日本植物誌」の第4巻第4，5

分冊をお送りする光栄を有します。予期せ

ぬ事故により，追送をおくらせましたこと

をお詫び申しあげますとともに，高い尊敬

の念を捧げる光栄を有します。

　　　　　　　　　　　　　　フォン’・シーボルト

，蘇潮く4議メ》

注）宛先人は不明だが，書簡（4）により，コペン

　ハーゲン・デンマーク王室文庫長ティーレ卿

　　と推察される。「日本植物誌」は1835～1870

　に分冊刊行されており，おそらく送付漏れが

　あったのであろう。

　書　簡　（4）

　　　　　　　Leyden　den　4．　October　l851

　　　Euer　Wohlgeboren

habe　ich　die　Ehlre　hiemit　ergebenst

anzuzeigen，　dass　ich　die　Fortsetzung

meiner　Werke　hber　Japan，　worauf　seine

Majestat　der　K6nig　einzureichnen　geruht

haben，　an　die　Handbibliothek　Seiner

Majestat　habe　versenden　lassen．　Die

diesmalige　Sendung　besteht　in；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1．Exempl．　Nippon　17，18，19　und　20

　Lief．　．．．．．．．．．．．．．＿．．．．．㌔．．．．．．。＿．．．．f．100

　　　　　　“s．ろ，．ノ＾，、

　　　威”。～、s一、～，、～，．輪㌦畷《，認．

　　霊三内∴、瓢、㌻〔愈ご薯臨画ソ

　　灘触よぬ〕三三碗も∵残
　　　鷺冷が凱忽焦三三　　・奮

　　　．yr　s　」一r（．，．）　xi　ti．，s　．　s　s．tsss一

　　　ノ｛　ζ、’“棄・べ　〆／星く’き幼膿漏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　At4

　　　象撫鴬醜慧無’苓罷微

　　　砕・一w」lt〆い軌…ノ～捧・・　　　　　　　　　、

　　　珍ノ峨9s・t＞・ee　t一｝tr〃・・＾㌧…・押・”く、警伽ム

ゆK．　．メ、協｝．．．　　　　　　　　　　　　　　　，、　　・

ん聯伽・か4織筋争w恥’吻神

懸

、
、
、

’ x

　k＋■1t・＋v熟れ々〃　飾・・’”・・M難い恥ゐ’畠刃
　Pt　v4沸伽　、〆謡H万ノ脇》ψ　ジン，稲叢，ノ）＋ん，“・■St〃if

　ヴ繍，〉　描／n”．“，声ノ～♂ny＾sL〃、　な、ウ、　♂，“．／や，ごくや妃

　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　ノ

　　　　、　　　　　！　　　　　　く＼

　　　　　　　　　　　．轟湿瀞、　　　　　　　　　　聯
　　　　　　　　　　　　’∫、ルy・つ
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　へ
　　　　　　　　盈∀表＾へばぶい砺　鵠〃’・召髄♂

　　　　　　　’　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　》　　　宝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、
　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　裏

1．　“　Aves　IO，　12　und　12　Decas．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii　45
　一　　一　　一　　e　　一　　一　　t　　一　　一　　一　　t　　－　　e　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　t　　一　　一　　t

1．　“　Pisces　16　Dec．．．．．．．．．．f！　15

1．　“　Crustacea　VI　und　VII　Dec．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　24
　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　e　　一　　一　　一　　一　　t　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　t　　一　　一　　一　　e　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f．　184
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’Die　Abthcilurigen　der’　Fauna　Japonica，，

Av’es’ C　・Pisces　・’und　CrUstacea，　sind　damit

yollendet．　yn，d　・voin　Nipp6n　Mlgt1gglrden　noch

zwei　Liefefungen　（Siehe　lnhalts－verzeich一　，　’

niss）　’fdlgen．　Ueber　，dep Bctfag　des”

Einzeichnuhgspr6ises’ 魔盾氏@f．　，184，　habe

ch

　Seihe’r，　．Wohlgeboren

Hetrn　Rittei”・　Thiele，　Handbibliothekar’　・

Seiner　Majesta’t　・des　K6nigs　zu　Copen一，

hagen　一．

　　（Nachstd　Seite）’

babg，　ich　’ein，　Mah，dat，　gip．　Moriat　nach

dato・，（von　heUte　4．　Oct（o）ber），．an　die

／’Orqer’J，　Sohp　，＆．，，Mlcyer　Expediteurs

．，
嘯普@Alnsterdam，　，welche’ C　igh　mit’dgr”

Versendung　der　BUcher　b¢aUftragt　habg，

abgegeben　upd，’　ersuche．　’Eu¢r　Wohlge一

，．b6ren，　dasselbe　gefalligst　zu　honQrieren．

’一lndgm．　i’ch．’mich　lhrerlGewOgenheit　em一　，

D岬rllh・be．　i・h　die．．耳h・e⑩血it

：・・ドlll騨讐畿耀帯副雲州

　　　　　／’　er’glel　be．rister　dieper　・，．

　　　　　．．．・P恥ゆSlφ・ld　，1（S聯t・・）．

　　　　ρb郎ガb・irP　Ni’ede・L　II・di・ch・n、

’i．’；　一・一　G．enerqi．g．ta，be，，・一，，

　　・S6iner．’Wohlgeboren

H・・rh．．　Ri，ttr・．．．Thiel・ゲ専aゆibligth・≧・・

SrM，・・des． N。聖s劉1〈御≒騨1
　　　　　　　　　　　　　．　（Brief，　hUlle）1

〈書簡4）駅、．

　　　　　　　　1町堺．ラヴ痙下

拝’啓
．卸は，私牙〉白本に関する著書り続刊を国．

王陛下暗に編げ誕やただ融塗
とζろ）．幅下の主恩出庫にご送付ぜちれま

したζと．は，．こφ上なく光栄に存じますltt

ここ蘇融たYます・このたびお脚配～．．1

たしましたものは留めとおりです。・

　1部屋日：本ttt第1748，19，20分冊

　　　　　　　　　　　　　　．100ブP．リソ　’

　1部　鳥類．第■1，0i　12分冊145　グ．．．、

　i部tt魚類　第ユ6分冊　．　’15　〃

1部甲鞭． ｽ7珊．24．’〃
　　　　　　　　　　　　　　！　8　．4　’　・ii　・　・

　目本動物誌の鳥類ジ魚類およ．び甲殻類め．

　斉部はこれで完結いたし・．耳本についで．

　はさらに2分冊刊行の予定です。．（内容

　目録をご参照く減さvl｛）記入価格の三三’

　もとずいて！84：7．ロリ：イをいた澤ぎますg’

　　1・ペシ・・プγ・王室文賑解“レ

　　三殿
私μま∫・．本日（10月4』．日）以陽ケ月蹴『

代翠木工1事りますので1ζれま．で図書の発．．

．塵領外でいるア野瀬ダめイ・・L・

　・ヴーン．・Yiヤー運二会柱の指示tlt　！．り．

1発送瞬ほし⑳で・貴興・よう・しく．お　’

受けと嘩さい紺よう熟畑しあげ
．．
ﾜす。．目頃．φ．ご好意准深謁し』筒い尊敬め．・

念を表します。‘．．．．

　　　　　　　　　　　　二，．三三謹言．

　フランツニフ．iン．・ジ’ボルト．（署名）．

　　　　．オ．ラン噸イン惨灘雄

注）．「日本」IX・1832－r1854，旧本動物誌」は1

　　・1833～i8SOtle分冊刊行されている。王室交庫

　．云の納本部数≦代金，および資料発送に関する

　雷撃である9 文中吟…＜L…’・pl・・f　Ayi・
　・鳥〉，．Pi・ce・〈Lat．　pll　Pi・gi・魚〉，　C・u・Tl一

．雛畿轡畔・甲殻〉聯学の

　　　なお，この書簡嫡名家．自筆本尊示会に出さ

　　舜もの容記灘畑物倣である・．

一一一@13　一

書一一「．ぐ5）．．「．

　　　　　Bdrin　den　27．　October’　1854’

Eue’r　Wohlgeboren　．　1’・．．，．

’M



　　　Wifrd6n’卸ch’3ehゼ〉βrp母。璋『阜・mlr．　．・がジ言語学者でやレリシ図書館長でもあった．
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．・　よ・．．称羅ρ写し歯たず・：また繍曙1．rT・u・chha・d・「蜘…一bgid・r・ei・・ig・，．

書を麓するた嘩⑳腰ですゐで・私．…．・u・t・tt・n．　k・叫d・・晦・911k・血血・ri・il　一，．・

ぽ・本日あらためて謡い幽しあげます．．恥・⑩hg坤e　lich　lie．Ehre　zu．、

ζ．eもに・．変らざる韓の念辮際す・．　l　zrlchゆ；．．．．．

　　　　　　　フX．γ・‘ジーボノレト（署名）一　　　　　Eu『r　Wo車lgebor⑳　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　，一　’　，　ergg．PepsSer　diencr　．

　　書簡．．（7＞．．．　　　　　　　Ph；．F．・・⑳Si・b・ld（Sig昇・tu「）．

硫濫盤㌍．1ar岬聯企些細灘器課1：騨1．
　　Ich’　erSehe　aus’　lhrem　Verze’ichnisse　’

．i’?ur「V6「lagswe「ke・dasS　，Sie　im　BrsiSze’
A．

D〈
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．‘
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1

1

し

る：尊敬の念を捧げます◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬　具

　　　　　　　　　　　フォン・シーボルト（署名）

　私はパリから帰っておりますので，ヴュ

　　ルツブルグの私あてご返事ください。

注）死亡前年の書簡である。Mammalia＜Lat．

　　pl．　Mamma哺乳器官〉，　Reptilier＜Lat．

　　pL　Reptlle爬行動物〉

　　書　簡　（8）

Werther　Freund

Mit　VergnUgen　ersehe　ich　aus　dem

Probeblatt，　welches　ich　lhnen　dabei

ZurUcke　Senden，　dass　die　2　Lief．　der

Fische　unter　der　Presse　ist，　und　somit

bald　erscheinen　wird．　Vielmehr　muss

ich　um　Entschuldigung　bitten，　erst　heute

Ihnen，　in　beiliegender　Assignation　a　f．

100，　des　Honorar　fUr　die　erste　Lieferung

zu　inbermachen．　lch　sage　dabei　meinen

Dank　fUr　lhre　vielfaltigen　BemUhungen，

die　ich　zu　schwach　bin　zu　vergelten．

Sie　werden　jedoch　eine　belohnende

Anerkennung　bei　der　gelehr’ten　Welt

und　hoffentlich　auch　einmal　bei　unseren

Regi（e）rung　finden．　lch　werde　nicht

ermangeln　bei　der　ersten　Gelegenheit，

den　Konig　und　unsere，Regi（e）rung　auf

Ihre　grossen　Verdienste　um　meine　Fauna

Japonica　aufmerksam’zu　machen－Es　ist

nicht　mehr　als　meine　Pfiicht．　Angenehm

wird　es　mir　Sege，　wenn　Sie　mich　mit

Ihrer　lieber　Frau　am　Donnerstag　auf

eine　Tasse　Kaffe　besuchen　werden，　viel－

leich（t）　kommt　auch　Blume　mit　Seiner

Familie　heraus　und　wonach，　dann　werden

wir　uns　auch　gut　unterhalten．　Also　auf

baldiges．Wiedersehe　und　unter　herz一

’　　　　　　　　　一　　　ゴ、三三、

　　　　　　ゴ

　　　　　　　　轟妬凶噂㌶　　　　　・

　’

　　　磯～舟〃夢・’砕赫・∫い’・へ・感詠鳶成’

　（．、　wJt（襯“”Nぐ〃！》　tt、ハ、　武、イ∴“く、，夷舘、、・　“く／

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ
φノ’梅り’癖　♪ご轟ル　　、ゐ．λ　冷・’・鴻ク嚥　占べ

、》ウf“！“，x、rメ　メw撫　・．ハ．・’“、’・・”・x’～弓、　！’／く・・くしX

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　ひ

簗償藻三3＝篶／そぼ悔

◎牌 @　，　、　　　億謬　ルみ♪ご　・爪・毎　！・ず酬’粘へ’

翼蕩ご◎』パ誘・・…藤・■…”4’・嚇ゼ

　蝕轟姦　艶癒・へ、．．＝細“、　“、悼．畑“、抵・蓉≧　罫　、

表
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　、さ凹く伽♂，熱．戯＿㌣，≦ル＿、・鰍＿＿δ’

　、一～賊み一r濾　訟艦籍！伽・転〆＿｛一・’・・・・…

菰鮒崩ず緬群・・私晒’・浴～／滋メー々・属瀞’

’心隔準ノ　，’Ψみ六〇く　　，　nA’呼俳・　｝　，厨い・　　》＾yl　　淵源　へ噛橘、’LH

λ＋　ifi」》c》ぐ4鵡x、、　　，ζ～f＾　加）　’・“巫1＊・x　・・“ン轍4・

要覧う，融礎藩府みる渉偏～碑伽イ。一～＿　…幽・鞠

　Pt・””．，ぐ《：、’　　　．禽、護〃w≦．4，卍、、＿．　＿

　　　，　　　　　　　　漁琳隔輿，＿

ぐ1野ンつ　　　詳”い’で　／’s・
　A’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　’
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lichcp’　E，mpfehlungen．an　ly1gty！zg！y61vrouw

’Cornelia．

　　　　　　　Ihr　treuergebenst　．・

pi（e）nstag．

　　　　　　　　Vdn　Siebold　（Signatur）

　〈書簡（8）〉訳

　．親愛なる友よ　　　　　tt、　　、

　、私は，あなたにご返送申しあげた校正刷

原碕によp，目下魯編出2部が印刷中で，

近く刊行される見込であるごとに大変満足

Pております・むしう私は・第1分冊醇艮

凝して同封の鮒手形で．100フ’tリ卸

本HはVめて聴りPtあげること魑な
たにおゆるし願わねばなりません。私はあ

な距のたびたびのご助力に対しセ，報いる「

には無力ではあり’ますが，深謝申rしあげま，

す6．しかし，あなたには学界においても，

「そレておそらくはわが岬論いても泌

磐高V［｝．lii：tlSlが齢れるでは㌔細目

蝉榊rつ咋のあ酵り鰍励績
掌岬手綜び拶聯醜し唯目・さ豊

1讐鷺烏羅醐轟庵幽

〃鯉陸職神鞭嫡ご勅同伴の
ラ障触目！こ1㌃を照し翻’寧ご
蠕く誉嫡蒐う・・．・やこタでお待ち’

¥「しあげております。おそらく1ま，’ゾルー

・低縁族同伴で抽でになり・皆さまで』

雑働着いたしれ・う・．ダマウ●コ‘
’一 l）」ヤセこも近めにかかりたく，くれぐれ

もよう．しくお願い申しあげます。

　　　　　　　　　　　　　　　敬・具

　　　　　　フォン・シーボルト（署名）

　火曜日

注）この書簡は，親愛の情があふれており，興

　味をそそるものだが，残念ながら宛先人，日

　付，発信地を欠いている。宛先は，内容およ・

び書簡（7）から「．日本動物誌」：の発行者；　Arp2

氏と患われる。．魚類編第2～4分冊は1843年

に発行されているので∴その頃に書かれた、も’

のと推察される6

《付録》　シーボル5略年譜

　　　　　　　　　　　　ぐ）』内数字ほ年令

、1796　ヴュ』ルッブ〉レグに生れる

ユ820　ヴュルツブルグ大学を卒業（24）』

・1　22蘭領鷲瞳無痛噺科軍医少佐セこ

　　　任命される（26）

．1823長崎に到着（27）1

1824長崎郊外鳴滝1こ塾を開く（28）

1826、江戸参府㊧塗にのぼる（30）

ユ828　シ＝ボルト事：件発生（32）

1832　〈Mppo耳〉第1分冊出版（36）’．

1833　〈Fauna　Japonica．〉第1分冊（甲

　　　塩類）出版される（37）

1835〈Flora’　，Japp，　nica〉第1分冊出版・・

’1845ヘンネ　イダ　カPリーネ　フォン

　　　ガーゲルンと結婚（49）

185Q＜Faupa　J叩onica＞出歯完成（54）、

・1854、＜Nippon＞の出版完成（58）．

「1859　母本再遊の途につく（63）

1861幕府顧問として参府招聰を受ける・

1862長崎を退去，オランダに帰着（66）tt

1863官職を辞し・1鑑ル．ツブ・レグに帰る

　　　卿）一t．

1866．・「ミ．ユソヘン、において残す（70）・

1870．＜：Flofa　Jqponi『a＞の出豚完成する』

1879回目ボルト記念碑建設きれる（長崎）

ユ897誕生100年記念としてNipPon二三

　　　再版出版される

、1928Nippon複刻本日本学会から出版

ユ934　日本学会所蔵シーボルト文献目独文

　　　化協会に引き継がれる

ユ935印シー q四三展覧会開鉱れる・、
、’?Vーボルh研究（日独文化’協会編）より．一

（すずき．・あきら　経済社会課副毒査）』
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